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会長　佐藤　 功一
幹事　鈴木かおる

国際ロータリー第2530地区 郡山アーバンロータリークラブ

第 15回例会   H.29.10.18㊌ ☀
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例会日 水曜日12：30
事務所 〒963-8001 郡山市大町1-2-17 大一ビル１F　tel.024-923-0847 fax.024-939-5678 HP http://k-urb.ri2530.jp

例会場 ホテルハマツ郡山市虎丸町3-18　tel.024-935-1111
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例会変更が続いてしばらくぶりの通常例会です。
9月27日に第 15回無料困り事相談会を労働福祉会館で行いま
した。この恒例事業を広く知らせて欲しいとのことで、「ロータリー
の友」への文章を安中利夫さんにお願いしました。
10 月 1 日は猪苗代湖松橋浜で水草回収作業を行いました。晴
天のもとで 6 名が作業しました。かつて水質日本一だった猪苗
代湖が、水質悪化によりランク外になったことから、他クラブや
他団体とともに水草の回収作業を続けております。終了後には
皆さんでけんちんうどんを食べて帰りました。
10 月 14日には私と鈴木幹事が地区指導者育成セミナーに参加
し、15 日の本会議に白河コミネスで行われた地区大会に 12 名
が出席しました。午後には田崎真也さんの講演があり、料理に
合わせるワインは、赤は七味唐辛子、白はレモンと考え、料理
の調味料としてどちらが合うか選ぶと良いとのことでした。

総　　　員　36名

出　席　率　44.44％

前回修正率　100％

出席
16名

欠席
20名

会長挨拶 佐藤 功一 会長

出席報告 小林悦子 副委員長

佐藤洋子 親睦活動委員

▶開会点鐘　▶ロータリーソング「それでこそロータリー」
▶四つのテスト唱和　長尾　勉さん
▶ゲスト　グェン ティ ホン クェンさん（米山記念奨学生）／辻 由香里 様（一般社団法人ベルナ・チャイルドサポート）

・鉄地川原正顕さん
・増子ふみえさん
・渡邊万里子さん
・佐藤洋子さん

理事会報告・幹事報告 鈴木かおる 幹事

（1）11月のプログラムが決定しました。
　　ファックスでお知らせしますので出欠をご連絡ください。
（2）  ホームページがまもなくできるそうです。楽しみにお待ち
　　ください。
（3）年次計画書を配布することができました。ご確認ください。

藤田弘美 米山記念奨学会委員長

■ 米山記念奨学生による体験発表会のご案内
11月 23日 ( 水・祝 ) 午後 1時 30 分から、米山記念奨学生によ
る体験発表、3時 45分から交流会が、東口にある国際看護医療
福祉大学校で開かれます。クェンさんも参加されます。
交流会では各国の大変おいしいお料理がいただけます。
詳細をご連絡しますのでぜひご出席ください。

10月の誕生祝 お知らせ

小林悦子　　津野順子　　増子ふみえ　　佐藤洋子

佐藤　功一　▶クェンさんの卓話を楽しみにして。
橋本　弘幸　▶クェンさんのアオザイがすてきです。

スマイルＢＯＸ報告 佐藤洋子 委員長

10月6日(金 )に地区セミナーに参加しました。
海外のクラブとの交流や、ＤＤＦやグローバル補助金について
報告されました。二本松ＲＣのカンボジアでの学校再建事業、
郡山北ＲＣの世界の 8 地区との共同により、グローバル補助金
を活用して震災後に菜の花を植えた事業の報告がありました。

向山良作 国際奉仕委員長地区国際奉仕セミナー報告

米山奨学金お渡し 佐藤功一会長
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▶閉会点鐘

ゲスト紹介

粋成浩児さん

ロータリー財団寄付者

■橋本弘幸　■佐藤功一

ポリオ寄付者

■鈴木かおる　■橋本弘幸

米山記念奨学会寄付者

■増子ふみえ　■津野順子　■鈴木かおる　■白岩邦俊
■橋本弘幸　■佐藤功一

藤田弘美 米山記念奨学会委員長

今月は米山記念月間です。米山記念奨学生のグェン ティ ホン クェ
ンさんはベトナムのハノイ出身で、9月に 23 歳になりました。国
際ビジネス公務員大学校オフィスビジネス科に在学されていま
す。三姉妹の長女で、一番下の妹さんとは年が離れているそう
です。お母さんは 40 歳になったばかりだそうです。今日のため
に準備をしていだだきましたので、さっそく話をお聞きしたいと
思います。

皆さんこんにちは。米山記念奨学生
として郡山アーバンＲＣにお世話に
なって6か月になりました。
ベトナムに行ったことがある方もい
ると思いますが、ベトナムのことを
少しご紹介したいと思います。

ベトナムの文化は独特と言われ、毎年外国からたくさんの観光客
が訪れます。独自の文化のひとつはお祭りです。年間にたくさん
のお祭りがありますが、最大のお祭りは旧暦のお正月です。
お正月は旧暦 1 月 1～3 日までで、新しい春の始まりであり、幸
せな一年を送れるように願います。お正月の 2 週間ほど前から、
家を掃除したり飾り立てたりして準備し、花や食品など必要なも
のを買いに行きます。お正月に不可欠な花はラオで、ベトナムの
お正月を象徴する花です。どの家でも花をたくさん飾ります。ラ
オは日本の桜に似ています。お正月には市場や町も飾り立てられ
ます。学生や子供やお年寄りに長寿を願って祝いの言葉を書い
た文字を贈ります。
お正月の前に忘年会も開かれ、家族だけでなく親戚、友達を招
待して一緒に食事をします。大晦日も正月を迎えるための重要な
行事で、みんなでお寺にお参りに行き、そのあとに花火を見に
行きます。お正月は家族にとって最も大事な日です。子供達が祖
父母や両親に新年の挨拶と健康を祈る挨拶をするために、離れ
て住んでいる人は実家に帰り、家族みんなが一緒に過ごします。

2日には親戚の家と近所の家に新年の挨拶に行きます。3日には
友達と一緒に先生の家へ新年の挨拶に行きます。ベトナムでは
教師は敬われる仕事で、11 月 20 日は教師の日とされ、先生は
学生からプレゼントをもらいます。
お年玉をあげる習慣があり、一般的にはお年寄りと子供達にあ
げます。お寺でのお祭りなど、地域によってさまざまな催し物が
あります。私の故郷の村にもお寺のお祭りがあります。チームで
船に乗って競争し、一番早く着いたチームがプレゼントをもらい
ます。日本の相撲に似た競技も行われます。
お正月に食べる料理は普段の日より豊富です。不可欠な料理は、
もち米から作るバイチュンと、お菓子のムットです。バイチュンは

プログラム／ゲスト卓話

伝統的な食べ物で、12 時間ほどゆでて作ります。おいしいです。
ムットは果物から作ります。昔はベトナムの家は木で作られまし
た。私の家には父と母と妹二人がいます。
日本に来て 1 年半ほどになりました。日本で就職したいと思って
いますので、お正月を家族と一緒に過ごすことは難しいかもしれ
ません。寂しいことや困ることもありますが、乗り越えて努力すれ
ば自分の願望を達成できると信じています。
学校では主に簿記を勉強していますので、できれば経理関係に
就職できればと思っています。

11月10日(金 )午後6時30分から、モンゴルの児童保護施設「太
陽のこどもたち」によるモンゴル伝統芸能チャリティーコンサート
を郡山文化センター大ホールで行います。
モンゴルは、冬はマイナス 40 度、夏はプラス 40 度という過酷
な環境で、人口は 300 万人、国土は日本の 5 倍です。劣悪な環
境にある子供達のために、60 代の女性が私立の施設を作り、素
晴らしい教育成果を上げています。国と共に奨学金支援も行って
おり、素晴らしい子供達が育っています。
来日公演の売り上げは子供達の生活の糧になっていますが、東
日本大震災の時には子供達が心を
痛めてチャリティーコンサートを開
催し、大使館を通じて日本に義援金
を送りました。
外務省のホームページに掲載され、
会津若松の弓田建設社長が見たこ
とから、昨年は会津若松でコンサー
トを行い、今回は郡山で開催させて
いただく運びとなりました。皆様に
ご紹介の機会をいただいた鈴木尚
子様に感謝を申し上げます。

グェン ティ ホン クェン さん
米山記念奨学生

代表理事　辻 由香里様
一般社団法人 ベルナ・チャイルドサポート

モンゴル伝統芸能チャリティーコンサートのご案内

ゲスト卓話１ ゲスト卓話２


